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研究概要
世界的に、障害児教育はインクルーシブであることが推奨されています。我

が国の特別⽀援教育の利⽤者は10年前の３倍になっており、個を尊重した⽀援
ニーズが⾼まっています。神経発達障害は早期⽀援により症状の改善や適応⼒
の向上が期待できますが、乳幼児健診での早期発⾒率は1%前後であり、有病率
（約10%）と⽐べてかなり低い⽔準です。

発達障害スクリーニング技術
「社会性発達スクリーニング14項⽬」
（仮称・実⽤新案準備中）

本技術は、効率よく発達障害のリスク児を抽出する
ことができるものです。3歳児1173名で検証し、リス
ク児の抽出に関して、感度82.8，特異度96.8，リス
ク児の検出率11.4％で、精度は標準化された尺度と同
等であることを確認しました。

2021年度から14項⽬を1年間使⽤して検証したとこ
ろ、リスク児抽出率は11.6%で再現性が⾼いことを
確認しました。2021年に完成したWebシステムプロ
トタイプは、2022年9⽉から弘前市で実装実験を開始
しました（図3）。

弘前⼤学は発達障害の早期発⾒を⽬的
に、3歳で評価が難しい社会性とコミュ
ニケーション⼒がスクリーニンできる
14項⽬の新尺度を作成しWebスクリー
ニングシステムを開発しました（図1）。
３歳児発達健診の実施内容（図2）

弘前市３歳児発達健診は、弘前市在住の３歳6か⽉児を対象に以下の流れで実施
しています（2021年6⽉から新尺度使⽤）。

図2 乳幼児WEB健診システムの概要

図3 WEBシステムプロトタイプの完成

図1 「社会性発達スクリーニング14項⽬」
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研究成果
・弘前市においては、⾃治体のアンケートも含め、
集計を⾃動化し、保護者向け結果票が出⼒できるようにしました（図4）。

今後の展開
本スクリーニング技術の導⼊を希望する⾃治体・事業所・発達⽀援を

検討されている企業等との連携を進めていきます。発達障害⽀援に関⼼
をお持ちの皆様からのご連絡をお待ちしております。
（関連情報）
・5歳児向け発達障害スクリーニングシステム「ここあぽ」

https://www.surece.co.jp/solution/3224/
・⼦どもの発達⽀援研究室HP https://www.chrysomilia.jp
【問い合わせ先】

弘前⼤学 研究・イノベーション推進機構 産学官連携相談窓⼝
E-mail: ura@hirosaki-u.ac.jp/ TEL: 0172-39-3176

・個々の発達プロフィールを健診現場でリアルタイムに活⽤でき、結
果票に基いた発達相談や保健指導を⾏うことが可能です。

集計の⾃動化
デジタル保存
相談事案の可視化

お⼦さんは少
し特性があり
そうですね。

・健診データのデジタル管理は、今後の⾏政のデジタル化に備え、
データベース化の⼀助となります。（図6）

図4 弘前市での社会実装モデル

図5 結果票を⽤いた発達相談
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